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第１ 評価基準の位置づけ

本評価基準（以下「本書」という。）は、大分県（以下「県」という。）が大分県県有建築物照明

改修事業（以下「本事業」という。）の落札者を決定するに当たって必要な手順、方法、審査基準等

を示したものであり、入札に参加しようとする者に交付する入札説明書等と一体のものとして扱う。

本事業を実施する事業者の選定方法は、入札に参加しようとする者の入札価格と価格以外の要素で

ある企業の技術力等とを総合的に評価する総合評価一般競争入札方式（地方自治法施行令第167条の

10の2 ）により行う。

第２ 評価の概要

学識経験者等により構成される「大分県県有建築物照明改修事業事業者選定委員会｣（以下「選定委

員会」という。）を設置し、選定委員会で規定した評価基準に基づき、入札価格及び過去実績等を総合

的に評価する。

審査は二段階に分けて実施するものとし、入札参加資格に係る確認（以下「資格確認」という。）と、

入札参加者の企業の技術力等の評価（以下「技術評価」という。）を実施する。

技術評価は、提出された技術資料等を評価基準に基づき契約担当者が評価するものとする。

県は、次のすべての要件に該当する入札者のうち、評価値の最も高いものを落札者とする。



大分県県有建築物照明改修事業

入札説明書【別添資料 6】

2

図表１ 評価の流れ

             

資格確認

・入札参加者の構成の確認

・参加資格要件（共通）の確認

・個別業務に係る参加資格要件の確認 失格

技術評価

入札価格が予定価格を
上回っている場合

失格

資格が具備されていない場合

入札価格

予定価格以下であるか開札時に確認

・企業の技術力の評価

・地域・社会貢献度の評価

・施工体制の評価

県 に よ る 落 札 者 の 決 定
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第３ 資格確認

１ 資格確認の内容

県は、入札参加資格要件について審査する。資格不備の場合は失格とする。

２ 資格確認の方法

県は、競争入札参加申込書の入札参加資格審査に関する提出書類に基づき確認する。

第４ 技術評価

１ 技術評価の内容

(１)入札価格

県は、入札参加者が提示する入札価格が予定価格以下であることを確認する。予定価格を超え

た入札価格を提示した入札参加者の入札は無効となり、当該入札参加者は失格とする。

(２)技術書類評価

県は、技術資料等に記載された内容（定性的内容、入札価格）について別表１に基づき評価値

を算出し評価する。

(３)評価項目及び評価基準

   評価項目及び評価基準は別表１によるものとする。

ア 評価値の算出方式

評価値は、次の算出方式により算定する。

（ア） 評価値 ＝ 技術評価点 ／ 入札価格 ×（定数 1,000,000）

（イ） 技術評価点 ＝ 標準点 ＋ 加算点 ＋ 施工体制評価点

なお、入札価格の単位は円とする。また、加算点は小数第１位まで表示し、評価値は小数第５位

まで表示する（第６位を四捨五入）。

イ 技術評価点

競争参加資格を満たす入札参加者全員に標準点（１００点）を与え、さらに別表１により評価し

た加算点（最大１０点）及び入札価格に応じた施工体制評価点（最大１５点）を加える。

ウ 加算点の算出方法

別表１の評価項目及び評価基準に基づき、それぞれの得点合計を加算点とする。

エ 施工体制評価点の算出方法

入札価格が低入札価格調査基準価格以上の場合は１５点とし、低入札価格調査基準価格未満の場

合は０点とする。
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(４)評価の担保

落札者決定に反映された技術提案等に係る契約上の責任の分担、その内容及びその履行を確保する

ための措置等は、次のとおりとする。

ア 落札者決定に反映された技術提案等が履行できなかった場合は、「大分県が発注する建設工

事等の契約に係る指名競争入札参加者の資格を有する者に対する指名停止等措置要領（昭和

６０年大分県告示第２６７号）」に基づく指名停止を行うことができるものとする。

(５)評価結果の開示

ア 本案件の技術評価結果は入札参加者からの申し出により自社分のみを開示する。

イ 開示の時期は落札決定後とし、次年度までを開示期間とする。

ウ 開示は大分県総務部県有財産経営室にて行う。

第５ 落札者の決定

県は、すべての要件に該当する入札者のうち、評価値の最も高い者を落札者とするものとする。


